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2023 年 10 月 23 日 
関 係 各 位 

大和アセットマネジメント株式会社 
 

「iFreeNEXT FANG+インデックス」 

つみたて NISA 対象商品追加のお知らせ 
 

大和アセットマネジメント株式会社（代表取締役社長：小松幹太、以下「当社」）は、こ

のたび、下記の通り「つみたて NISA」対象商品として「iFreeNEXT FANG+インデックス」

（以下「当ファンド」）を追加しました。本件は、本日、金融庁ウェブサイトにて公表され

ましたのでお知らせいたします。 
 

ついに iFreeNEXT FANG+（ファングプラス）も 

「つみたて NISA」対象ファンドになりました！ 

 
 
記 

【ファンド名】 
iFreeNEXT FANG+インデックス 

 
【つみたて NISA 対象となる適用日】 

2023 年 10 月 24 日（つみたて NISA 口座でのお取扱いは販売会社により取扱いが

異なる場合があります。くわしくは、販売会社にお問合わせく

ださい。） 
 

【ファンドの目的】 
米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した

投資成果をめざします。 

https://www.daiwa-am.co.jp/special/fang/
https://www.daiwa-am.co.jp/special/fang/�
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※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています。 

 
 
【NYSE FANG+指数について】 

NYSE FANG+指数は、次世代テクノロジーをベースに、グローバルな現代社会において

人々の生活に大きな影響力を持ち、高い知名度を有する米国上場企業を対象に構成された

株価指数です。NYSE FANG+指数は、これらの企業に等金額投資したポートフォリオで構

成されています。 
なお、「FANG」とは、主要銘柄であるフェイスブック（Facebook（Meta Platforms））、 

アマゾン・ドット・コム（Amazon.com）、ネットフリックス（Netflix）、グーグル（Google 
（Alphabet））の頭文字をつないだものです。 
※当指数は、四半期（3・6・9・12 月）ごとに等金額となるようリバランスを行ないます。 
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※2023 年 10 月時点 
※Facebook の現在の社名は「Meta（メタ）」、Google の親会社は Alphabet（アルファ

ベット） 
 
FANG+を更に詳しく知りたい方はこちら▶ ▶ 【特集】iFreeNEXT FANG+インデックス 
 
 

iFreeシリーズの【つみたて NISA】対象となる 

米国株のインデックスファンドは以下となります 

 

つみたて NISA 対象商品追加月 ファンド名 

2017年 10月 ｉＦｒｅｅ Ｓ＆Ｐ５００インデックス 

2021年 10月 ｉＦｒｅｅ ＮＹダウ・インデックス 

2023年 10月 iFreeNEXT NASDAQ100インデックス 

2023年 10月 iFreeNEXT FANG+インデックス 

 

ご参考 

https://www.daiwa-am.co.jp/special/fang/
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【iFreeNEXT FANG+インデックス 取扱い販売会社】 
アイザワ証券 

SMBC 日興証券 

SBI 証券 

au カブコム証券 

岡三証券 

香川銀行 

きらぼし銀行 

きらぼしライフデザイン証券 

スルガ銀行 

ソニー銀行 

大和コネクト証券 

千葉銀行 

ちばぎん証券 

栃木銀行 

西日本シティＴＴ証券 

PayPay 銀行 

松井証券 

マネックス証券 

三菱 UFJ 銀行 

LINE 証券 

楽天証券 

※2023 年 10 月 23 日時点 
 

当社は、共に挑戦し続けるパートナーとして投資を通じチャンスある未来を実現します。 
 

以  上 
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【iFreeNEXT FANG+インデックス】 
● 追加的記載事項 

 
● 投資リスク 
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● ファンドの費用 

 
【ｉＦｒｅｅ Ｓ＆Ｐ５００インデックス、ｉＦｒｅｅ ＮＹダウ・インデックス、

iFreeNEXT NASDAQ100 インデックス】ファンドの費用とリスクについて 
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